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(a)無処理          (b)オーキシン処理 
様式６ 








実験ではオーキシン応答レポーター遺伝子 DR5::N7 venus を導入したシロイヌナズナの形質転換
体を通常の発芽用培地で種から 7日間培養したのち、天然オーキシン IAA 2 µMのみ、または、IAA 
2 µM と IAA 生合成阻害剤 4-フェノキシフェニルボロン酸（4-phenoxyphenylboronic acid, PPBo） 






 実験 1では、IAA 生合成阻害剤 PPBoによって側根形成初期の内鞘細胞の分裂パターンに異常が生
じ、内鞘細胞で全体的に分裂が誘導される結果が得られた（「結果・考察」参照）。しかし、オーキシ
ン生合成阻害剤ではオーキシン生合成の阻害のみでない副作用が内鞘細胞の分裂パターン形成に対





リー（YUC3, YUC5, YUC7, YUC8, YUC9）を欠損したシロイヌナズナの五重変異体 yucQ 2)を用い
た。この yucQ と野生型 columbiaを種から 1 週間通常の発芽用培地で培養したのちに IAA 2µM を含
む培地に移し、1 日培養した時点で染色した細胞の核の分布を、蛍光顕微鏡を用いて観察した。また、





 IAA のみで処理した場合には、IAA によって内鞘細胞で分裂が盛んに誘導された結果オーキシンに
比較的強く応答した細胞が密に並んだ部分と、内鞘細胞で分裂があまり誘導されずオーキシンに応答
した細胞の密度が低い部分とが交互に生じるパターンをもって細胞分裂が誘導されていた（Fig. 3a）。
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形成された。しかし、IAA 2µM のみを含む GM で 4 日間培養した場合には正常な形態の側根が形成






 野生型のシロイヌナズナに IAA 2µM を 1 日処理した場合には、内鞘細胞の核が密に分布して側根
原基様の構造を形成した部分と、細胞分裂があまり促進されず核の密度が疎である部分とが交互に生
じるパターンが見られた（Fig. 5c）。一方、yucQ 変異体に IAA 2µM を処理すると、野生型と比較し
て内鞘細胞の核の密度が高い領域がより高頻度に生じ、また、細胞密度の高い領域とそうでない領域
との間の細胞密度の差が減少した（Fig. 5d）。また、IAA 処理 2 日後には野生型と比較して yucQ で
側根原基が高密度で形成された（Fig. 6）。 
実験 2 では、YUCCA遺伝子の変異によって、側根形成初期の内鞘細胞の分裂が全体的に起こる結
果が得られた。この結果は実験 1で YUCCA 酵素を阻害した場合に内鞘細胞で分裂の促進される領域
が広がって全体的にみられるようになったこととも一致する。このことから、実験 1 において示唆さ
Fig. 3. 内鞘細胞の分裂に対する PPBo の影響 










(a)IAA 2 µM                 (b)IAA 2 µM + PPBo 10 µM 
Fig. 4. 側根原基の形態に対する PPBo の影響 
IAA のみ(a)または IAA と PPBo(b)を含む培地で 4 日




(a)IAA 2µM                  (b)IAA2µM + PPBo 10µM 
様式６ 










Fig. 5. オーキシン生合成変異体における内鞘細胞の分裂（2020 年 10 月 14 日撮影） 
シロイヌナズナの野生型（WT）と yucQ を有機溶媒 DMSO のみ（control）または、IAA 2µM で 1 日処理した
のちに DAPI によって核を染色した際の蛍光顕微鏡写真（ZEN 3.0 を用いて Maximum Projection を行った）。蛍
光を発して見られる部分は細胞の核。矢印は、内鞘細胞で盛んに分裂が促進されて核が密に並んだ部分を示す。 
(a)WT (control)                              (b)yucQ (control) 













(c)WT (IAA 2µM)               (d)yucQ (IAA 2µM) 
 
(a)WT                                      (b)yucQ（この写真には 2 本の根が写っている）           
Fig. 6. オーキシン生合成変異体における IAA 処理時の側根原基（2020 年 10 月 7 日撮影） 
シロイヌナズナの野生型（WT）と yucQ を IAA 2µM で 2 日間処理した根の根端から 2mm ほどまでの全体像を実
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